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研究成果の概要（和文）：歯科衛生士にとって新人教育や復職支援は重要な課題である。これまで、こうした教育は主
に個別指導に頼っており、確立された教育システムは存在しない。本研究では、eラーニングシステムを活用し、歯科
衛生士の新人教育と復職支援のためのシステムを開発し、その評価を行った。
歯科衛生士用オリエンテーション資料、コンピューターシミュレーション教材を作成後、本学のeラーニングシステム
に掲載し、学内外からオンラインで自由に学習できる教育システムを整えた。このシステムを使用し、歯科衛生士およ
び学生に実施したところ高い評価を得た。今回の結果より、歯科衛生士の新人教育や復職支援にこのシステムが有用で
あることが示唆された。

研究成果の概要（英文）： Early education for new dental hygienists and reinstatement support system for 
temporary leave dental hygienists are important. However, there is no established system for such dental 
hygienists.
The purposes of this study were to develop and evaluate new education and reinstatement support system by 
using the e-learning. The orientation materials and computer-assisted simulation materials for dental 
hygienists were uploaded on the university's e-learning system. All dental hygienists could freely access 
the system and learn online. The system was applied to dental hygienists and dental hygiene students, and 
the evaluated using a questionnaire. The result showed that the system received a high evaluation. 
Therefore, it was suggested that the system was useful for education and reinstatement support for dental 
hygienists.
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１．研究開始当初の背景 
基礎教育では、臨地実習で経験する機会が

限られ、臨床現場で必要とされる臨床実践能
力と基礎教育で習得する実践能力との間に
は乖離が生じている。新人の中には、就職後
リアリティショックにより早期に離職する
者もいる。これから成長していく新人をどの
ように教育し育てていくかは大きな課題で
ある。しかしながら、歯科衛生士の新人教育
に対しては、システム化させたものがほとん
どない。歯科衛生士の新人研修のシステムを
確立することは、歯科医療の臨床現場におい
ても、質の高い歯科衛生士を早期に育成する
ために不可欠である。 
また、近年では育児休業に関する制度が整

い、育児休業を取得しやすくなったが、臨床
現場から長期間離れることは、復職時に自分
の技術や知識への不安を感じ、精神的な負担
は大きい。しかし経験者であるということで
職場の期待は高い。このギャップが復職者、
同僚双方のストレスとなる。こうした背景に
より、育児休暇取得者の復職の支援も急務と
考える。 
そこで、本学にすでに導入されている e ラ

ーニングシステムを活用し、新たに歯科衛生
士の新人教育システムを開発し、またそれを
応用して育児休暇からの復帰を支援するこ
とが可能と考える。臨床現場でのさまざまな
状況を疑似体験し、多くの臨床実践能力を習
得することが可能になると考える。また自由
な時間で、自分に必要な教材を自分のペース
で、何度も繰り返し体験し、研修することが
可能となる。さらに教育担当者の負担も軽減
され、担当者の教育能力に左右されず、一定
のレベルで研修が可能になる。e ラーニング
システムを活用すれば、復職者は、休職中に
自分の知識・技術・態度を確認し、向上させ
ることが可能となり、復職への意欲を上げる
ことができ、また休職中に職場とのつながり
を感じられ、復職への不安をやわらげること
の意義も大きい。復職後は仕事と育児の両立
で、時間的な余裕がなく、時間外に研修等を
受けることが難しいと予想され、復職前に自
宅から研修を受けることが可能である本研
究の復職支援システムは復職を円滑に行え、
効果的であると考える。 

 
２．研究の目的 
医療の現場での、慢性的な人材不足は大き
な社会問題であり、新人の早期育成と臨床現
場から長期間離れ復帰する復職者への支援
は重要であるが、歯科衛生士の新人教育、復
職教育は、各医療機関での個別指導が主であ
り、統一的、系統的な教育システムはほとん
ど確立していないのが現状である。そこで新
たに歯科衛生士の新人教育システムと復職
支援システムを開発し、その効果を評価する。
e ラーニングシステムを活用し、臨床の実践
が疑似体験できる研修を多く開発すること
で、より臨床現場に対応した即戦力になりう

る人材育成を可能とする。 
 
３．研究の方法 
研究組織は、歯学部附属病院、図書館情報
メディア機構、口腔保健学科から構成し、基
礎教育と臨床現場で必要とされる臨床実践
能力のつながりを意識し、各構成員の専門性
に合わせて役割分担を行う。 
新人教育システムでは、新人教育プログラ

ムを作成し、そのプログラムの研修内容の実
践を疑似体験できるコンピュータシミュレ
ーション教材を開発し、実施する。またそれ
を育児休業などからの復職者に応用する。 
開発したコンピュータシミュレーション

教材をeラーニングシステムに掲載し、実施、
評価を行う。評価内容を参考にコンピュータ
シミュレーション教材の改良を行う。 
 

４．研究成果 
（1）歯科衛生士の新人教育プログラムの内
容や研修期間を検討し、新人教育プログラム
を作成した。作成した教育プログラム用教材、
新人オリエンテーション資料を、本学の eラ
ーニングシステムに掲載した。歯科衛生士ス
タッフ全員が閲覧できるように設定し、新人
がどのようなオリエンテーションや新人研
修を受けているかを、e ラーニングシステム
上で確認できるようにした。新人教育担当者
の研修も行った。 
 新人教育で必要とされる臨床の実践を疑
似体験できるコンピュータシミュレーショ
ン教材を検討し、そのコンピュータシミュレ
ーション教材をeラーニングシステムに掲載
し、学内外からオンラインで学習可能とした。 
（2）新人歯科衛生士、復職者に必要とされ
る教材として、新たに矯正歯科における口腔
筋機能療法（以下 MFT）に関するコンピュー
タシミュレーション教材について、教材テー
マのリストを作成した。作成した教材テーマ
のリストに基づいて、新規に教材開発を行い、
歯学部シミュレーション教材作成小委員会
で、内部評価した。 
（3）開発したコンピュータシミュレーショ
ン教材を東京医科歯科大学歯学部附属病院
歯科衛生士や東京医科歯科大学歯学部口腔
保健学科 3年生、４年生、また横浜歯科技術
専門学校歯科衛生士学科3年生と教職員に実
施させた。実施後のアンケート調査により、
教材の評価を行い、いずれも高い評価を得た。 
①東京医科歯科大学歯学部附属病院歯科衛
生士からの評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



②東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科４
年生からの評価結果 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
③東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科3年
生からの評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④横浜歯科技術専門学校歯科衛生士学科3年
生からの評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑤横浜歯科技術専門学校教職員の評価から
の評価結果 
 
 
 
 

 
（4）新人歯科衛生士や復職者等キャリアが
浅い歯科衛生士の知識・技術を補えるような
コンピュータシミュレーション教材として
患者指導用 MFT 教材を開発した。同教材を矯

正歯科外来で患者指導に活用し、患者、保護
者、指導した歯科衛生士にアンケート調査を
行い、教材の評価を行い、高い評価を得た。 
①患者からの評価結果 
 
 
 
 
 
 
 

 
②保護者からの評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（5）開発したコンピュータシミュレーショ
ン教材の学習効果の評価方法として、実技テ
ストを取り入れた新たな評価方法を開発し、
東京医科歯科大学歯学部附属病院歯科衛生
士と東京医科歯科大学大学院医歯学総合研
究科学生に実施した。 
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